
22 日獣発第 341 号 

平成 23 年 2 月 28 日 

 
地方獣医師会会長  各位 
 

社団法人 日 本 獣 医 師 会 

 会 長  山 根 義 久 

(公印及び契印の押印は省略) 

 
 

高病原性鳥インフルエンザの発生に伴う農林水産省の対応 

 
今般、平成 23 年 2 月 16 日付け 22 消安第 8973 号及び 2 月 18 日付け 22 消

安第 9031 号をもって農林水産省から別添写しのとおり通知がありましたので、

貴会関係者に周知方お願いします。 

なお、このたびの通知は、①新たに和歌山県紀の川市、三重県紀宝町の養鶏

農場の死亡鶏が高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜と判定され、これまで 7

県 18 の家きん農場での本病発生の確認、全国各地の野鳥の死体等における本

病ウイルス強毒株の分離等の状況から、全国的にウイルス浸潤下にあると考え

られること等を踏まえ、未発生の都道府県を含めて、改めて農場及び鶏舎への

出入に際しての消毒、防鳥ネットの適切な整備、飲料水の消毒及び死亡鶏の適

切な取り扱いなどの飼養衛生管理を徹底と、死亡鶏の増加による早期発見・通

報への指導とともに、発生時の迅速かつ円滑な防疫措置の実施のため、焼埋却

地の確保、防疫資材の保有状況確認など危機管理体制の再点検と同時に市町村

役場・農協等の関係機関との情報共有及び連携強化について、また、②家きん

飼養農場における飼養衛生管理の遵守については、家畜防疫員の立入調査によ

る、全国の家きん飼養農場における一斉点検を実施しているが、当該農場に対

する疫学調査チームの現地調査において、これまで点検、立入調査により「指

導が不要だった農場」において、網目が 2cm 超える防鳥ネット、外側の遮光

カーテンに一部破損、ネズミ等の小動物が侵入可能な側壁の隙間等が指摘され

たことから、当該農場に立入った調査員への聞き取り等による再確認と、その

結果に基づく再度の立入り、さらに不備がある場合の改善状況確認の実施とと



もに、それらの調査結果報告と併せて、農場の都道府県に対する早期通報の徹

底の周知・指導状況の期限内の報告について、各都道府県知事及び各都道府県

主務部長あて、それぞれ対応を求めたことについて、本会に対して家畜防疫の

重要性を十分理解の上、本会会員等に対する周知とともに適切な対応について

の指導等の依頼をされたものです。 
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